

















































 第 1 部では、日本の美術雑誌でシュルレアリスム絵画がはじめて総合的に紹介された








































までの状況をたどり、第 2 章では、戦前から活動していた 3 人の画家の、戦後の記念碑的
な作品すなわち福沢一郎《敗戦群像》（1948年）、鶴岡政男《重い手》（1949年）、北脇昇《ク
ォ・ヴァディス》（1949 年）を取り上げ、第 1 部、第 2 部で考察してきた戦前のそれぞれ
の画家たちの探究が、戦後の現実との間でどのように変化し、作品化されたかを検討した。 




















の 1930 年代から 40 年代にかけての激動の時代の中で、多数派ではなく個の視点からの、
もうひとつのリアリズムの表現がいかに可能かを追求したものとして捉え直し、再評価す
べきだというのが、本論文の結論である。 
